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1． はじめに 
 カーナビゲーションシステムに代表されるように，最

短距離や最短時間で移動可能な経路の推薦手法は多く開

発されている．さらに近年の研究では，効率だけでなく

景観などを考慮した娯楽性の高いドライブ目的の経路を

推薦する手法[1],[2]が提案されている．河野ら[3]は，経路

の景観情報を Web から収集することにより，景観を考慮

した経路推薦を実現している．佐々木ら[4]は，よく利用

される経路には道路形状に現れない付加価値があるとし，

複数のドライバの走行経路の中から最も利用されている

経路を推薦する手法を提案した．しかし，前者の手法で

は，景観のみを考慮しており，二輪自動車ユーザの多く

が重視する走り心地を考慮していない．また，後者の手

法では，どのユーザに対しても利用される頻度の高い経

路の推薦しかできず，例えば「人通りが少ない道」のよ

うに個人に特化した嗜好を反映する経路推薦を行うこと

ができない．そこで本研究では，ユーザの嗜好を反映し，

走行中の走り心地を考慮する経路の推薦を目的として，

地図情報から得られる道路から道路特徴および，走行時

の二輪車の挙動データから得られる走行特徴を検討する． 

 

2． 提案手法 

2．1 提案システムの概要 
図 1 に本研究で提案するシステムを示す．本システム

はユーザがスマートフォンで目的地を入力すると，ユー

ザの嗜好情報を受け取ったサーバがそれを反映した走り

心地の良い経路を計算してスマートフォンに送信する，

という流れで動作する． 

本稿では道路ネットワークを構成する最小単位の道路

を経路片と呼称し，その連なりを経路と定義する．また，

それぞれの経路片には，その経路の走り心地を示す経路

片価値を設定する．走り心地を考慮した経路推薦とは，

この経路片価値の総和が最大になる経路を推薦すること

である． 

本システムでは，ユーザの嗜好を反映した経路推薦を

行うために，ユーザと嗜好が似た他のユーザが走行した

経路片に対して行った主観評価を用いる．具体的には，

嗜好が似たユーザ同士はあらゆる経路片に対して同じ評

価をするとして，経路片価値を決定する．これにより，

ユーザの嗜好を反映し，走り心地を考慮する経路推薦が

実現できる．ここで用いる主観評価（評価値，その理

由）は，経路片に対して図 2 のようなインターフェース

を用いて入力され，サーバに蓄積される． 
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図 1 システム利用時の流れ 

 
図 2 主観評価を入力するためのインターフェース 

 

経路推薦を利用する際，サーバに蓄積された主観評価

の中から嗜好の似たユーザが入力したものを探索するに

は，経路推薦を利用するユーザ自身の嗜好情報が不可欠

である．嗜好情報は「ユーザ自身が過去にどの経路片に

対してどのような主観評価を入力したか」という情報で

あるため，本システムのユーザは経路推薦を利用すると

共に，走行した経路片に対して主観評価を入力すること

を想定している． 

本システムでは上述の通り，ユーザが経路片に対して

入力した主観評価を元に経路推薦を行うが，システムの

初期段階では，まだ一度も主観評価が入力されていない

経路片の価値を推定する状況が想定される． 

そこで本稿では，現状で得られている情報から経路片

価値を決定する手法を提案する．経路片価値を決定する

手がかりになる情報を，整備しやすい順に以下に示す． 

１．道路特徴量（道路形状） 

２．走行特徴量（スマートフォンのセンサ値） 

３．主観評価（ユーザの入力） 

この内，１の道路特徴量は地図から得られる道路形状

から求めるもので，システムの最初期段階から全ての経
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路片分のデータが存在する．また，２の走行特徴量は二

輪自動車の走行時に車体にマウントしたスマートフォン

のセンサ値（加速度，角速度，GPS 位置情報）から求め

るため，実際に経路片を走行しなければ得られないデー

タだが，インターフェースによる入力が必要な３の主観

評価より簡単に得られるため，ある経路片において主観

評価は入力されていないが走行特徴量（センサ値）は存

在する状況が想定できる．提案手法では，まず道路特徴

量のみを用いて経路片価値を決定して経路推薦を行い，

経路片に対するセンサ値が得られたとき，走行特徴量も

用いて経路片価値を決定する．具体的には，道路特徴量

や走行特徴量を用いて経路片を分類し，同じグループ毎

にまとめて経路片価値を決定する．これにより，グルー

プに属する経路片のどれか一つに対して主観評価が入力

されたとき，そのグループに属する全ての経路片の価値

を推定することができる．以下では，経路片を分類する

ための道路特徴量と走行特徴量を提案する． 

2．2 道路特徴量 
 二輪自動車の走り心地は道路の起伏や曲率などの道路

形状に大きく依存する．ここでは，各経路片を表現する

座標（緯度，経度，高度）の集合，すなわち道路形状か

ら得られる道路特徴量を提案する．道路の起伏に関する

特徴量として，道路の傾きを表す(a)勾配，アップダウ

ンを表す(b)起伏を提案する．道路の曲率に関連する特

徴量である(c)平均曲率，(d)最大曲率は，経路片を 10

メートル単位に区切ったとき，それぞれ区間で求めた曲

率の平均値と最大値である． 

2．3 走行特徴量 
 走行速度やカーブ通過時の車体の傾き（バンク角）な

どは，道路形状のみでは判断できない路面状態，カーブ

での見通し，渋滞状況などに影響されるため，これらの

要素を間接的に考慮できると考えられる．ここでは，二

輪自動車にマウントされたスマートフォンのセンサの値

から得られる特徴量として(e)平均速度を提案する． 

 

3． 実験 

3．1 道路特徴量 
 2．1 項で提案した道路形状から得られる特徴量を元に

奈良県生駒市内の約 3 キロ四方に存在する道路

（n=389）を分類する実験を行った．具体的には，1 つの

特徴量において平均値より上か下かで経路片を 2 グルー

プに分類した．一例として，(c)平均曲率が平均値より

上だった経路片を黒く表示したものを図 3 に示す．図を

見ると，カーブの多い経路片が黒く表示されているのが

分かる．このことから，道路特徴量はこちらの主観通り

に道路形状を反映していると言える． 

3．2 走行特徴量 
 2．2 項で提案した走行特徴量の有用性を示すための実

験を行った．3．1 項で同じグループに分類された経路片

の内，2 つを無作為に選択し，それぞれの経路片を走行

したときの走行特徴量の違いを確認した．その結果を図

4 に示す．図に示すように，道路特徴量を用いた場合に

同じグループに分類された経路片でも，走行特徴量には

差異が見られた．これは，路面状態やカーブでの見通し，

渋滞状況など，道路特徴量には現れない要素が影響した

結果であると考えられる．従って，道路特徴量のみでな 

 
図 3 平均曲率で 2つのグループに分類した経路片 

 

往路 復路 往路 復路

平均速度[m/s] 11.4 13.1 9.2 8.2

経路片A 経路片B

 
図 4 道路特徴量において同じグループに属する 

経路片を走行したときの走行特徴量の違い 

 

く走行特徴量も用いて経路片を分類した方が，より嗜好

を考慮した分類が可能だと考えられる． 

 

4．まとめ 
 本稿では，ユーザの嗜好を反映した経路推薦を実現す

るシステムを提案し，データベースが完成するまでの前

段階として道路特徴量と走行特徴量による経路片の分類

を行った．その結果，道路特徴量はこちらの主観通りに

道路形状を反映していることが確認できた．また，道路

特徴量を用いた場合に同じグループに分類された経路片

でも，走行特徴量には差異が見られたことから，走行特

徴量を用いて経路片の分類することの意義を示すことが

できた． 
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